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新たな事業の開始及び子会社の設立に関するお知らせ 

 

平成 31 年１月 11 日開催の当社取締役会において、以下のとおり新たな事業を開始することを決議いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

１． 事業開始の趣旨 

当社グループは、「中小・ベンチャー企業が咲き誇る国へ」というミッションステートメントを掲げ、

主にインターネットを利活用して販売を促進し事業を拡大させたい地方、中堅・中小及びベンチャー企

業に対し、「ネットビジネス支援事業」を展開しており、ネットビジネスにおける「Webマーケティング

支援（インターネット広告販売代理等）」、「HR支援（人的資源の調達・教育研修）」及び「IT化支援（人

工知能技術を活用したツールの導入等）」のサービスを提供しております。 

当社は、平成 29年７月 12日の東京証券取引所マザーズ市場への上場時に開示した「成長可能性に関

する説明資料」等を通じてご説明してまいりましたとおり、顧客の成長に資する新たなサービス領域を

模索し続け、当社定款変更等の準備を進めてまいりました。この度、準備が整ったと判断したため、下

記のとおり子会社を設立し、クラウドファンディングを活用した地方、中堅・中小及びベンチャー企業

への新規事業支援（以下、「当該事業」といいます）を開始することといたしました。 

中小企業庁の調べによると、過去 10年間で新規事業に挑戦している企業は全体の 40％を超えており

ますが、その一方で新規事業の成功確率は決して高くなく、主な撤退要因は、「期待したほどの市場性・

成長性がない」（50.6％）、「販路開拓が困難」（42.1％）となっています。この 2点はともにマーケティ

ングにおける需要把握の問題であり、当該事業が解決の一助になると考えております。また、当該事業

により、既存顧客への提供サービスの拡充のみならず、新たな顧客層へのサービス提供が可能になりま

す。 

 

２． 新たな事業の概要 

(１) 新たな事業の内容 

新規事業を成功させ会社を成長させることを望む地方、中堅・中小及びベンチャー企業に対し、

想いや技術に共感する支援者と企業をマッチングするクラウドファンディングのプラットフォー

ムを運営し、顧客企業が調達した資金の一部を手数料として新会社が受領します。 

また、クラウドファンディングによる資金調達後の段階においても、新規事業の成功確率を高

めるため、マーケティングに係るサービスを提供してまいります。その他にも、当社グループが

提供するサービスを通じた支援を行い、当社グループ全体での取引増大を図ってまいります。  



(２) 新たに設立する子会社の概要 

会社名 ＫＡＳＯＫＵ株式会社 

所在地 東京都千代田区神田駿河台三丁目４番地 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 北垣 栄一 

事業の内容 地方、中堅・中小及びベンチャー企業を対象とするクラウドファン

ディング事業 

資本金 100百万円（払込金 200百万円のうち、２分の１を資本金へ組入） 

設立 平成 31年１月中（予定） 

大株主及び持株比率 当社 100% 

上場会社と当該会社

との間の関係 

資本関係 当社の 100%子会社 

人的関係 当社の代表取締役社長である荻原猛及び従業員

２名が当該会社の取締役を、当社の監査役であ

る中島拓之が当該会社の監査役を兼任します。 

取引関係 記載すべき事項はありません。 

 

(３) 当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 

当該事業の設備資金及び運転資金として、200百万円を当社より払込む予定でおります。 

 

３． 日程 

取締役会決議日 平成31年１月11日 

設立登記日 平成31年１月中（予定） 

事業開始時期 未定 

 

４． 今後の見通し 

当該事業は、中長期的に当社の業績に大きく寄与するものと考えておりますが、現時点において当

社の当期業績に与える影響は軽微であると見込んでおります。今後、当該事業が当期業績に大きな影

響を与えることが明らかになった場合は、判明次第速やかに公表いたします。 

 

以  上 


